
平成20年３月橋本市議会定例会会議録（第２号）の６ 

平成20年３月10日（月） 

                                           

（午後２時11分 再開） 

○議長（中上良隆君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番５、７番 中谷和史君。 

〔７番（中谷和史君）登壇〕 

○７番（中谷和史君）ただ今、議長のお許し

をいただきましたので、３月一般質問を始め

させていただきます。 

 １項目めですが、市役所周辺の駐車場の確

保と運用についてお伺いいたします。 

 インターネットに慣れた人には、何てこと

のないことかもしれませんが、新着情報以外

なかなか思うところへ行けない私です。とき

どき見る本市のホームページに、１月ごろか

らだったと思いますが、市役所周辺の駐車場

が大変混雑しますとのアナウンスが周辺地図

とともに掲載されていました。また、市報に

も同じような情報が載っていたように思いま

す。シルバー人材センターの会員が、誘導係

をしてくださっていますが、空きスペースへ

の誘導に大変苦労されているとのことです。

手間取っていると、誘導に従っていただけな

かったり、心ない言葉をぶつけられたりして、

大変つらいそうであります。さらに、今後高

野口出張所の閉鎖に伴い、高野口からの来庁

でお見えになる方も増えるものと思いますの

で、ますます駐車場が不足するのではないか

と心配いたします。 

 そこで、質問でございますが、本来、来庁

した市民のため、駐車場不足を補うために建

てたのだと思いますが、市役所に最も近い東

側にある立体駐車場が公用車の管理駐車場と

なっています。 

 一方、母子センター用に借り上げています

消防署裏の駐車場は、母子センターが小学校

の運動場の一部をお借りできましたので、ほ

ぼ毎日空の状態です。 

 そこで、消防署裏の駐車場へ公用車管理を

移し、立体駐車場を市民のために開放すれば

いいなと思いますが、他の駐車場も含めそう

いう運用を考えていただけますか。お伺いい

たします。 

 ２項目めですが、幼保一元化の施策と進め

方についてお伺いします。 

 先般、隅田地区において幼保一元化に関す

る説明会が開催されましたが、施策の内容や

策定の経緯について、あるいは説明会の開催

や進め方に若干問題があるように感じました。

なぜ、公設民営なのか。公設公営のほうがよ

いのではないか。あるいは、民設民営ではだ

めなのかといった説明の不足や、経済効果に

しましても、差額総額の説明はありますが、

個別金額の比較が不明でわかりにくいとか、

現在の職員の雇用はどのように守るのかとい

った説明が不十分で、参加者には、市として

はどうしてもやりますというやや強引な印象

を与えたように感じました。 

 せめて、住民に最も近い区長方や、直接関

係のあるご父兄の代表者などに、事前に十分

な説明をしておくなり、市当局と共同で見学

会を催すなりして、先進地の事例を確認する

など、もう少し地元に配慮した進め方をお考

えいただきたいと思いますが、市当局のお考

えをお教えいただきたいと思います。 

 ３項目めといたしまして、清水地区国城山

周辺ですが、昭和57年の地すべり以後、いま

だ安全宣言が出せないようですが、現在の状

況と今後の対策の進め方について、お伺いい

たします。 
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 また、万が一の土砂流出地域であるとして、

清水小学校が緊急避難場所として指定できて

いませんが、流出危険地域を外れた少し西に

旧農協学文路支所があります。その旧農協学

文路支所が市の施設として移管されています

が、有効利用に関し、地域活性化や地区住民

の利便性向上のために何か利用されています

か。 

 地域コミュニティの拠点としての活用など

につきまして、市長のご見解をお伺いしたい

と思います。 

 また、地元にどのような要望があるのか、

意見くみ上げの状況などについて当局の見解

をお伺いいたします。 

 ４項目めといたしまして、上兵庫区から下

兵庫区周辺において、下水道整備が進んでい

ますが、現在の進捗状況をお伺いいたします。 

 あわせて、下水道に関する地元要望の状況

把握及び付設の今後の事業見通しや予定など

についてお答えできる範囲で結構ですので、

お教えいただきたいと思います。 

 以上、１回目の質問といたします。ご回答

のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君の一

般質問に対する答弁を求めます。 

 企画部長。 

〔企画部長（吉田長司君）登壇〕 

○企画部長（吉田長司君）旧学文路支所の有

効利用についてですが、一昨年、紀北川上農

業協同組合から、施設再編成計画に基づく機

能整備の拠点建設を進めるため、市土地開発

公社が所有する神野々団地用地の一部の取得

と農業協同組合が所有する学文路グリーン店

用地等の譲渡にあわせ、建物の寄附の申し出

があり、種々検討した結果、昨年用地の譲渡

と建物の寄附を受けました。 

 おただしの旧学文路支所については、学文

路グリーン店として、農業協同組合が今年12

月まで使用する予定となっております。地域

の活性化や地区住民の利便性の向上のために

何か利用しているかとのことですが、２階の

会議室については、従来より地元区などが会

議等で活用しております。また、地元からは

区長をはじめ、関係団体から集会、地場産業

育成等の地域住民の自主的・多目的な拠点と

して引き続き利活用できるよう要望いただい

ております。 

 学文路グリーン店撤退後の具体的な利活用

については、現在のところ決定しておりませ

んが、当該地区は本市が世界に誇る伝統地場

産業である手づくりの紀州へら竿の生産拠点

であり、橋本高野橋の開通により、霊峰高野

山などの世界遺産紀伊山地の霊場と参詣道の

玄関口として、さらに紀の川左岸農道への接

続地点として重要性が高まっております。 

 こうしたことを考慮して、さまざまな視点

からその利活用を検討してまいりたいと考え

ております。 

○議長（中上良隆君）総務部長。 

〔総務部長（中山哲次君）登壇〕 

○総務部長（中山哲次君）まず、市役所周辺

の駐車場の確保と運用についてお答えをさせ

ていただきます。 

 市役所の駐車場につきましては、高野口町

からの来庁者の方が増えたことや、教育文化

会館等を利用される団体が水曜日、金曜日に

集中していることから、満車状態になること

が多くなっております。そのため、それらの

日程や開催場所についてできるだけ分散でき

ないか、関係部署と調整を図っているところ

でありますが、全体的な駐車スペースが不足

していることから、新たに確保する必要があ

ると考えております。 

 議員おただしの公用車集中管理場につきま

しては、集中改革プランにより、平成19年４

月から実施しておりますが、計画当初の段階
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で消防署南側の駐車場についても検討いたし

ましたが、駐車できる台数が約30台と少ない

ことや、設備投資が必要であることから、集

中管理場としては難しいと判断いたしました。 

 現在、集中管理車両としての台数は44台と

なっておりますが、今後増えていくことが予

想されること、水道や電気設備が必要である

こと、１カ所で管理できる場所であること等

により、台数や経費の面から判断し、現在の

場所で実施せざるを得ないということになっ

たわけでございます。 

 しかしながら、今後さらに駐車場を確保し

ていく必要があるため、旧橋本市民病院跡地

の利用計画の中で、公用車集中管理場の移設

や来庁者の方の駐車場の設置について考えて

まいりますので、ご理解のほどよろしくお願

い申し上げたいと思います。 

 続きまして、地すべりの現在の施策と今後

の対策についてお答えいたします。 

 清水地区地すべりは、昭和57年８月３日未

明、台風10号の集中豪雨により発生し、幅約

100ｍ、長さ約500ｍの範囲に及び、民家３戸

が半倒壊し、地区内10世帯40人が避難いたし

ました。 

 このことから、当該区域を地すべり防止区

域に指定するとともに、対策工を実施するた

めのボーリング、すべり面、変動量、地下水

調査が実施されました。その結果に基づいて、

初年度昭和57年度は、緊急地すべり対策事業

として集水井１基と抑止杭及び水路工が施工

され、次年度からは通常地すべり対策事業と

して集水井２基、横ボーリング工及び水路工

が施工されました。また、地すべり調査は対

策工後、平成３年から平成12年までの間、和

歌山県が地下水調査及び坑内傾斜計、伸縮計、

地盤傾斜計、地中伸縮計による自動観測を行

い、安定しているとのことから県においての

観測が終了いたしました。その後、引き続き

橋本市が継続して自動観測により経過観察を

実施しており、現在のところ特段異常が認め

られない安定した状況にありますので、ご理

解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（中上良隆君）上下水道部長。 

〔上下水道部長（井手上治巳君）登壇〕 

○上下水道部長（井手上治巳君）上兵庫区か

ら下兵庫区周辺の下水道に関する地元要望と

敷設の進捗状況及び今後の予定についてでご

ざいますが、下兵庫区につきましては、平成

13年度より整備に着手し、全体整備面積

58.2haのうち、平成19年度末における整備済

み面積は17.43haで、整備率は約30％となって

います。また、現在下兵庫区において、地元

要望をいただき、整備を計画いたしておりま

す路線は６路線、対象戸数49戸であります。

このうち、地元において用地確保ができてい

ない１路線を除く５路線につきましては、平

成19年度において、これらご要望のあった面

整備について測量設計を完了し、平成20年度

より順次施工の予定であります。 

 次に、上兵庫区につきましては、平成18年

４月全地区から整備のご要望をいただきまし

た。しかしながら、ご要望をいただいた中に、

事業計画区域外の地区も含まれていること、

また現在上兵庫区は事業整備に必要な事業認

可の取得もいたしておりませんので、地区役

員と協議を進める中、事業計画区域のうち、

西は釜谷川から東は高橋川までの国道24号か

らＪＲまでの間、約6.5haにつきまして、平成

20年度において事業認可の取得及び現地調査、

詳細設計を予定しております。 

 整備につきましては、現地調査、詳細設計

で大きな支障がなければ、平成21年度から平

成24年度の施工を計画しております。 

 なお、国道周辺及び以北につきましては、

既に国道24号の舗装が改良済みとなり、掘削

規制の対象区域となりましたので、平成20年
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度の事業認可区域とはいたしておりません。 

 また、地区のご要望をいただき、整備を行

った地区でも、すべての接続となっていない

のが現実です。下水道面整備後の接続率向上

に向けた啓発に力を入れてまいりますととも

に、今後も予算の効率的な執行の観点から、

整備後の接続協力のいただける要望箇所を重

点地区として整備を進めてまいりますので、

ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（中上良隆君）幼保一元化担当参事。 

〔幼保一元化担当参事（前田彦尚君）登壇〕 

○幼保一元化担当参事（前田彦尚君）幼保一

元化の質問にお答えいたします。 

 幼保一元化の施策につきましては、平成９

年２月、国の教育課程審議会において、幼児

教育振興計画が策定され、その中で将来的に

は幼保一元化の実現に向け取り組みを考える

との提言がなされております。 

 また、橋本市では、平成11年３月策定の橋

本市行政改革実施計画書の中で、保育所の民

間委託と幼保一元化を掲げ、その方針に沿っ

て検討を重ねながら取り組んできております。 

 また、市議会においても平成10年12月市議

会一般質問がなされまして、その後平成16年

３月市議会まで幾度となく議論をされている

ところであります。 

 その成果の一つとして、平成17年には構造

改革特区により、民間法人による幼保一元化

施設が開園され、保護者からの評判もよく、

実績も積まれている状況です。 

 これらを一つの身近なモデルとしながら、

幼保一元化についてはこれまでの経過も踏ま

え進めていかなければならない重要な課題と

受けとめております。 

 そのような認識に立って、まず市として幼

保一元化５カ年計画を議会全員協議会に提示

させていただきました。その後、各種説明会

を開催させていただき、保護者や区長の皆様

から多くのご意見をいただいております。そ

の中には、議員ご指摘のようなご意見もいた

だいております。 

 今後、こども園開設にあたっては、地元の

区長や保護者の皆さま方には、十分納得して

いただくとともに、高野口こども園の進捗状

況や先進地の状況もあわせてお伝えし、地域

に密着した説明会を開催してまいりたいと考

えております。 

 次に、なぜ公設民営なのか、こども園ごと

の財政削減効果についてのおただしでござい

ますが、設置主体としての行政責任を残し、

民間の柔軟・自由な発想と迅速な対応を取り

入れやすい公設民営方式の導入を図ることは

意義のあることと考えており、あわせて経験

ある法人を選定することで、公立園も法人も

お互い就学前教育のレベルアップがさらに図

られると考えています。 

 財政削減効果につきましては、すみだこど

も園を例に挙げますと、平成17年度決算歳出

単純比較におきまして、統廃合の対象となる

すみだ保育園・兵庫幼稚園・山内幼稚園・隅

田幼稚園の４つの園の歳出決算額は約１億

6,800万円でございます。 

 公設民営のこども園では、指定管理者に支

払う指定管理料は、児童福祉法により園を設

置する市町村、園の規模、年齢によって保育

単価が決められております。すみだこども園

を例にとりますと、基本単価は０歳児で１カ

月14万3,100円、１・２歳児で８万800円、３

歳児で３万4,250円、４・５歳児で２万8,030

円となり、合計約１億700万円と試算され、差

し引き約6,100万円の財政削減効果がありま

す。 

 しかしながら、約6,000万円の削減効果の数

値は、正規職員の人件費も算入されておりま

す。正規職員は他の園に異動となり、結果と

して非正規職員が削減されることになるため、
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すぐに大きな効果は現れません。 

 また、今後の説明会の進め方につきまして

は、先ほどもご答弁させていただきましたと

おり、地元にさまざまな情報を提供しながら、

丁寧に説明してまいりたいと考えております。 

 職員の雇用の問題につきましては、先ほど

も申し上げましたが、他の園への異動という

形での対応を考えております。嘱託、臨時、

パート職員の雇用につきましては、法人の考

え方も尊重しながら、できるだけ地元雇用し

ていただけるようお願いしたいと考えており

ます。ご理解のほど、よろしくお願い申し上

げます。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君、再

質問ありますか。 

 ７番 中谷和史君。 

○７番（中谷和史君）それでは、順番に従い、

駐車場の確保云々について再質問させていた

だきます。 

 水道、電気、設備の問題があるということ

と、実際あそこの消防署裏が32台かな。置け

たと思うんですが、現在44台の管理をしてお

るということで、大変難しいというご答弁で

ございますけれども、あいている必要のない

ところであれば、借りておく必要はないであ

りましょうし、何か職員の駐車場と入れ替え

をするとか、いずれにしましても何とか市役

所周辺の駐車場をあけていく方向でお願いし

たいなと。 

 市民病院の跡地ということで、これは健康

福祉センターの建設とも絡んでこようかと思

いますけれども、この辺の何とかの対応とい

うのは割に早い時期にできるでしょうか。そ

れとも、やっぱり保健センター建設まで待っ

てくださいというような話なのか、その１点

だけ駐車場についてお伺いしたいと思います。 

○議長（中上良隆君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）その点、具体的な

年月等については、ちょっと今日ご答弁、苦

しいところでございますが、ただ市民の方が

来庁されたときに非常に困窮されておるとい

う現状ということは真摯に受け取っておりま

すので、仮称健康福祉センターの工程の中で、

どういうような工程順序で可能なのかどうか

ということも含めまして、関係部とも協議も

検討はさせてはいただきたいと思います。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君。 

○７番（中谷和史君）ありがとうございます。

時期はちょっと難しいのかもしれませんけれ

ども、できるだけ速やかにというか、早い時

期にやっていただきたいと。実際、高野口か

らお見えになって、本当に土地勘もなくてど

こへ置いたらええかわからんと。そのいらい

らが本当に誘導員の方にぶつけられると。本

当にもう誘導していただく方も気の毒なので、

ぜひ一日も早くよろしくお願いしたいなとい

うふうに思います。 

 次に、幼保一元のことにつきまして、雇用

に対してもできるだけ地元雇用で頑張ってい

ただけるという心強いお言葉をいただきまし

たので、ぜひ何とか地元のほうで、コムスン

のようなのが来られると困りますけれども、

ぜひいい園を呼んでいただきまして、何とか

していただきたいなというふうに思うわけで

あります。 

 それで、説明会の進め方としまして、やは

り今も言うていただきましたけれども、地元

のほうですね。やはり、区長が住民から尋ね

られてわからないということで、本当にちょ

っと気の毒なことになりますので、ぜひ区長

方にも重々事前にお話を流していただきます

ように、よろしくお願いしたいなと思います。 

 また、教育委員会さんのほうで、小中一貫

の導入ということでしておられますけれども、

小中一貫制度が導入されますと、当然学校選

択制という話が出てこようかと。どこの小学
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校へ行きたいよと。私は、小中一貫行きたな

いよという方も出てくるかと思います。説明

会も出ておりましたですけれども、隅田の幼

保の説明会でも出ておりましたけれども、現

在中学校区で策定されておる計画を見直して

いただいて、校区フリーといいますか、対象

人口割りなど妻のＪＴの跡地云々という話も

利用も見据えた議論が必要であろうと思いま

す。 

 各部、各課にまたがった調整になろうかと

思いますので、少し実施に向けてスピードを

落とされて年度の見直しとか、そういうこと

をされてはいかがと思いますが、その点につ

きましていかがでしょう。 

○議長（中上良隆君）幼保一元化担当参事。 

○幼保一元化担当参事（前田彦尚君）中谷和

史議員のほうから再質問をいただいたんです

けれども、２月20日に一応計画全体の説明会

というのを一通り終わりました。個別のもの

はまたこれからしていったらいい。中身につ

いては、これからしていくんですけども、計

画全体の説明会というのは、一応は終わりま

して、いろんな課題、整理しなければならな

い課題がございます。要望もいただいており

まして、これからいろんな課題の整理する時

間が要ってくると思いますけれども、とりあ

えず一旦一通りの説明が終わりましたので、

整理していきたいと、こう考えておりますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君。 

○７番（中谷和史君）そういう形でご答弁い

ただいておりますので、ぜひ先進地、我々議

員も含めて先進地を再度見学して、本当に効

果があるのか、ないのか。あるいは、こんな

いいところがあったよと。その方向で、しか

も初めての取り組みの話になりますので、あ

まりあれですけれども、ちょっとスピードを

緩めてやっていくなり、今後いろんなご検討

をいただきたいなということを、そしてまた

できるだけ、本当に市で一生懸命今やってい

ただいておる職員が、ぜひ民営化されるとし

たら、その園に対してできるだけたくさん雇

用していただけるような方向でお願いしたい

なということを要望しておきまして、次の３

項目めのほうに移らせていただきたいと思い

ます。 

 旧学文路支所ですけれども、この辺のとこ

ろの緊急避難場所云々というのが、地元、非

常に学文路中学校まで行かないかんとか、非

常に難しい問題もありますし、私の見た資料

では土砂流出地域から少し外れているという

ようなこともありますので、その辺も踏まえ

て今後ちょっと有効利用を検討していただき

たいなと思いますが、ちょっと市長のご見解、

よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（中上良隆君）市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）中谷和史議員の再質問

にお答えしたいと思います。 

 大きく分けまして、私は、河北と河南の格

差の問題ですね。全体的に見て、非常にこう

言うて御幣がありますけども、河南は全体に

遅れておると。高野口の場合は、河南はござ

いませんけど、旧橋本市の場合はね。戦後、

合併しても50幾年たつんですが、まだ他人の

水取りようで生活しているのが、相当な件数

があるんですね。そんな状態の中で、今、西

畑からまた上清水、五軒畑、横座、この地域

については２、３年内に市の上水道に全部接

続さすべきだということで、私、就任してか

らその方針を立てたわけであります。また、

左岸農道につきましても、河北はもう２、30

年前に細かく全部の面が配置されておるにも

かかわらず、河南が今ようやく立ち上がって

きて、ぼつぼつというような状況であります。 

 あれやこれや見てみますと、やはり相当河
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南の救済ということといいますか、公平さと

いいますか、そういう観点からある程度河南

には、今、力点を置いた考え方を持たざるを

得ない。そういう考え方を持ってございまし

て、おのずから学文路支所につきましても、

この12月末まではＪＡが占有しておる、１階

がですね。占有しておりますので、それをあ

いた時点では、今後十分検討した上で、地域

に喜ばれる、できれば私としても世界の高野

山ということの玄関口でもございますし、そ

うして特産であるへら竿なんか、橋本市、他

府県から観光バスでも来ていただいて、胸張

って見て説明できるものというのは、いくつ

ありますか、今。あまりないんですよね。単

体ではたくさんありますけども、スケールが

小さい。これもやはり充実させなければなら

ないと思いますけども。やっぱり、特産の柿

であるとか、あるいは高野口のパイル織物、

そうして釣竿、これはもう３点セットで前へ

出していかなければならない。高野口はりっ

ぱに再織りのとこも我々行かせていただいて、

勉強もさせていただいておるんですけども、

そういう特産も育てていかなければならない

ということも含めて、やっぱり観光バスで釣

竿の製造工程を全部見て、最後には値のいい

ものを売っていただくというか、そういうこ

ともやっぱりしていくべきではないかなとい

うことも考えておるんです。 

 しかし、これをするには非常に今、財源も

厳しい中でいかにして橋本を充実発展させて

いくかということの決め手にもなれば、あり

がたいなと。その程度の構想であります。 

 ひとつ、また議会の皆さんのお力添えもい

ただきますようお願いを申し上げ、答弁とし

ます。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君。 

○７番（中谷和史君）大変ありがとうござい

ました。ご答弁いただきまして、心強く思い

ます。ぜひ、地元の要望をくみ上げていただ

きまして、地域、地場産業の活性化に向けて、

また地域の住民が集会所等々としてやっぱり

有効に利用できますように、よろしくお願い

したいと思います。 

 また、本当に柿、へら竿ほか、できれば観

光バス向けの道の駅なども、また今後考えて

いただけたらありがたいなということを提案

いたしまして、３点目を終了いたします。 

 ４項目めにつきましての、上兵庫、下兵庫

につきましての下水道の整備につきましては、

遅くともだいたい平成24年度には施工が終わ

るのかなということで、一応の了解をいたし

ました。ぜひ、進めていただきまして、また

私のほうも地元のほうに働きかけて接続協力

のほうはさせていただきますので、何とか協

力させていただきますので、接続協力をする

よというところにつきましては、ぜひ早急に

整備をしていただきたいということをご希望

申し上げて、私の質問を終わりたいと思いま

す。 

 ありがとうございました。 

○議長（中上良隆君）これをもって、７番 中

谷和史君の一般質問は終わりました。 
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